
 

 

 

 

 

 

■「より効率的な高規格堤防の整備を推進するための方策」について 
 

高規格堤防は、ゼロメートル地帯などの低平地において、堤防決壊による後背市街地の壊滅的な被害を回

避や災害時の避難場所の機能、良好な住環境の提供等の多様な効果が得られることから、1987年度から首都

圏や関西の6河川（荒川、利根川、淀川他）を対象として整備が進められています。 

国土交通省においては、より効率的な高規格堤防の整備を促進するための方策について、平成25年から「高

規格堤防の効率的な整備に関する検討会」において検討がなされています。平成29年12月に「検討会」から整

備推進方策の提言が出されましたのでご紹介します。 

今回出された提言のポイントは以下となります。 

（１）共同事業の対象者（地方公共団体、民間事業者等）を把握する段階 

・高規格堤防の意義等の共有 

・高規格堤防の予定区域の明示 

（2）共同事業として実施していくための準備段階 

・川裏法面敷地等の活用等 

・税制等の支援制度の検討 

・民間の人材、ノウハウを活用した円滑な事業の調整 

・住民等の負担の軽減 

（3）共同事業として事業着手してからの段階 

・盛土と建築物などの一体的な施工
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図-2 既設構造物へ影響低減仮設工法 

図-1 ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ化した PC バルブＴ桁橋 

既設への影響大         既設への影響なし 

□通行車両への安全性確保と工期短縮を目的とした新設橋梁の構造検討ついて 

～混雑緩和を目的とした道路拡幅計画での橋梁構造検討事例～ 

1.概  要 

周辺地域に観光地が存在することから、休日の交通量が平日の 2 倍以上となり、交通渋滞が頻発する道路におい

て、混雑緩和を図るために実施される道路拡幅事業の橋梁における、施工時の通行車両への安全性の確保及び工

期短縮を目的として実施した事例についてご紹介します。 

2.橋梁構造物検討上の課題 

対象となった道路は、休日における渋滞対策として、道路狭隘部での通行方法を一方通行としていたため、渋滞多

発や地域住民の生活道路としての利便性が低下する等の問題が発生していました。それら問題を解消する現道拡幅

計画では、現道交通を確保しながら、周辺ダム湖を考慮した渇水期施工を基本とし、出水期は常時満水位を侵さない

ことを条件として整備することが必要となっていました。このため、現道改良工事での施工が煩雑になることから、いか

に安全で短期間で施工を完了するための橋梁構造検討上の課題は以下の通りとなりました。 

①短期間で施工が可能となる構造形式、施工法及び施工計画を採用する。 

②既設構造物への影響を最小にするとともに、施工中での現道交通の安全を確保する。 

3.課題に対する技術的提案 

3-1.生産性向上による工期の短縮 

 国が積極的に推進する「i-Construction」の動向を受け、現場工事の生産性と安

全性を向上させ、工期短縮を図れる工場製作プレキャスト部材やプレハブ工法の

採用について比較検討を行いました。  

3-2.既設構造物への影響回避及び施工中での現道交通の安全確保 

新設橋梁の橋脚がダム湖に及ぼす阻害影響を最小とするため、橋脚数を減らす

ことを目的として橋梁形式の比較検討を行いました。その結果、経済性及び施工

性の観点から PC 多径間連結ポステンバルブ T 型橋を採用しました。（図-1 参照） 

また、現道拡幅となる区間では、施工中にも大型バ

スが通行可能な幅員を確保した片側交通規制とし、急

傾斜地での施工に優れる桟道橋を採用しました。 

下部工構造は、現道側の急斜地に仮設アンカー土

留工法を用いた場合、既設構造物に大きな影響を及ぼ

すことから、大型土のうを用いて盛土を行って施工基面

を上げ、ライナーオープン掘削工法を採用することで既

設構造物への影響を回避しました。（図-2 参照）  

4.現時点での業務の評価 

4-1.プレキャスト化、プレハブ化で現場の生産性向上 

 当該地の狭小かつ複雑な地形に対して、桁等の部材をブロック分割して現場搬入することで現地製作・組立ヤー

ドを必要とせず、現場作業の縮少で工期短縮と省人化を図ることができました。 

4-2.工場製作と機械化施工で安全性向上 

品質が確保された工場製作を増やすことで、現場施工の合理化と省力化が可能となります。その成果は、労務

工数の４割削減と、生産性の７割向上が期待でき、安全管理の行き届いた作業環境で労働災害リスクも大幅に低

減することを可能とします。 
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